
オイルレス
フルオロカーボン回収装置

取扱説明書/ 保証書

通商産業省告示第139号に基づく適合性自己認証製品

TA110FP.indd   H1TA110FP.indd   H1 2017/12/18   11:25:072017/12/18   11:25:07



この度は本製品をお買い上げいただきありがとうございます。

 ●製品のご使用前に必ずこの取扱説明書をよく読み内容を理解してください。
 ●この冊子は皆様が安心してお使いいただけるように、特に、「安全の為に守っていただきたいこと」を
とりまとめて説明いたします。
 ●この冊子は、いつでも取り出して読める所に大切に保管してください。
 ●製品を貸与、又は譲渡される場合は使用方法について十分説明し、この冊子を添付してお渡しください。
 ●この取扱説明書を紛失したり破損された場合は、速やかにお買い上げいただいた販売店にご注文くだ
さい。
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1.取扱説明書について
ご使用になられる前に必ず取扱説明書と本体のラベルをよく読み、理解し、正しく安全に取り
扱ってください。

2.使用環境について
強燃性ガスや引火、着火しやすいようなものがある、または発生しやすい場所では使用しないでください。
【守らないと】 火災や事故の原因となります。

火気（裸火）に近づけないでください。
【守らないと】  塩素を含むフロンが燃焼するとホスゲンという猛毒が発生し、吸い込むと大変危険です。

回収容器や回収装置を40℃以上になる場所や直射日光のあたる場所に置かないでください。
【守らないと】 温度上昇により可溶栓の溶解や安全弁が作動する原因となります。

また事故や機械の故障の原因となります。

湿度の高い場所や、濡れているところ、雨中での使用は避けてください。
【守らないと】機械の故障や、感電する恐れがあります。

ご使用の際は必ず振動のない、水平な場所で使用してください。
【守らないと】回収装置の転倒などで機械の故障や事故の原因となります。

換気が不十分なところでは使用しないでください。
【守らないと】密閉された部屋でフルオロカーボン（冷媒）が漏れると酸欠や窒息する恐れがあります。

3.電源について
作業しないときや回収装置から離れるとき、停電時及び点検の際は、必ずコンセントから
電源プラグを抜いてください。
【守らないと】偶発的な起動による事故や感電する恐れがあります。

電源プラグは確実にコンセントに差し込んでください。
【守らないと】 ほこりが付着したり、接続が不完全な状態では感電や事故の原因となります。

電源は回収装置単体で使用してください。
他の電気機器と併用したり、たこ足配線をしないでください。
【守らないと】正常に起動できない場合や、異常運転による事故の原因となります。

コンセントから電源プラグを抜くときはコードを引っ張らないでください。
【守らないと】感電やけがの原因となります。

発電機はAC100V　2.5KVA以上のものをご使用ください。
※ 発電機のメーカーや仕様により2.5KVAでも起動しづらいものがあるため、できるだけ容量の
大きいものをお薦めします。

【守らないと】正常に起動できない場合や、異常運転による事故の原因となります。

電源コードは本機専用です。
取り外しできますが転用したり、他の電源コードを使用しないでください。
【守らないと】機械の故障や事故の原因となります。

4.アースについて
アース線は正しく必ず取り付けてください。
また、この製品には三叉のコードと電源プラグを装備しており、緑のコードはアース用ですので
絶対に電源には使用しないでください。
【守らないと】機械の故障や、漏電時に感電する恐れがあります。

この回収装置は高圧ガスを取り扱うものです。安全には十分ご注意ください。

安全にお使いいただくために
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5.延長コードについて
延長コードの使用は可能な限り避けてください。
電源コードを伸ばす必要があるときは、3芯2.0mm²の太さで15m以内、3芯3.5mm²の
太さで30m以内の長さのものをご使用ください。
コードリールは巻いたままではなく、すべてを引き出しコードが重ならないようにしてご使用
ください。
【守らないと】正常に起動できない場合や、異常運転による機械の故障や事故の原因となります。

6.機器の接続について
外傷があったり、パッキンが劣化しているものなど、不適当なホースや機器の接続はガス漏れの
原因となります。
もし多量のガス漏れが起こった場合は、通気性の良い場所へ移動してください。
【守らないと】窒息の恐れがあります。

指定の附属品や機器以外は使用しないでください。
【守らないと】 回収するガスより設計圧力が低いものや適切なパッキンを使用していないものを

接続すると、機械の故障や事故の原因となります。

7.機械改造、目的外使用禁止について
機械の分解、改造及び目的（指定のフルオロカーボン回収）以外の使用は絶対にしないでください。
【守らないと】機械の故障や事故の原因となります。

回収装置に貼ってある注意事項や仕様が記載されたラベルなどをはがさないでください。
【守らないと】 法律上必要なラベルもあるため、はがすとフルオロカーボン（冷媒）を回収すること

ができません。

8.フルオロカーボン（冷媒）回収作業について
安全のため適切な作業着や安全靴、ヘルメット、保護メガネ、革手袋、安全帯などを着用して
ください。
【守らないと】 フルオロカーボン（冷媒）液が直接肌にかかると凍傷の原因となります。

また、目に入ると失明する恐れがあります。
もし目に入ったらすぐに水で洗い、病院で診断を受けてください。

コンプレッサーの焼損した冷凍・空調機器からの冷媒回収は避けてください。
【守らないと】 変質した冷媒、及びオイルにより機械の故障や事故の原因となります。

回収作業中は現場を離れないでください。
【守らないと】 作業終了や異常運転に気づかず、機械の故障や事故の原因となります。

疲労、飲酒、薬物、その他の理由により作業に集中できないときは作業しないでください。
【守らないと】 事故の原因となります。

回収装置の操作方法を理解した担当者以外に操作させないようにしてください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

長時間空運転をしないでください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

ぬれた手で作業しないでください。
【守らないと】 感電する恐れがあります。

ファンに指や棒を入れないでください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

空気の吸い込み口、吹き出し口をふさがないでください。
【守らないと】 冷却能力の低下により機械の故障や事故の原因となります。

安全にお使いいただくために（つづき）
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9.回収できるガスについて
決められたガス以外は使用できません。（仕様の項参照のこと）
可燃性ガス（炭化水素、アンモニアなど）は絶対に回収しないでください。
【守らないと】機械の故障や事故の原因となります。

指定のフルオロカーボン（冷媒）や冷凍機油以外のものが混入している可能性のある場合は回収
装置を使用して回収しないでください。
【守らないと】 多量の空気や水漏れ防止剤など、また冷凍機油でも多量に吸入すると機械の故障や

事故の原因となります。

10.フルオロカーボン（冷媒）について
回収しようとするフルオロカーボン（冷媒）は高圧ガスです。
取り扱いには十分注意してください。

11.回収容器について（P.23参照）
回収量には十分注意してください。
【守らないと】 液面検知式（フロートセンサー付回収容器）では冬季にはガスの種類と温度の関係で

過充てんになる場合があります。

二口バルブの容器は液体（LIQUID）の接続口と気体（GAS）の接続口があり、確認してバルブを
開閉してください。
【守らないと】液体側バルブを不用意に開けると液ガスが噴出し危険です。

ガスを再利用する容器と破壊する容器は確実に区分してください。
【守らないと】 破壊するガスには変質しているものがあり、容器内部が錆びたり腐食する可能性が

あります。

高圧ガス保安法による規制
① 回収装置の専用容器が定められている場合は、専用機以外は使用できません。
メーカー認可容器以外の容器を使用する場合は特別な届け出が必要です。
② 容器の検査有効期間を過ぎたものは容器再検査を受けた後でないと回収（充てん）してはいけません。
③回収容器に表示されているガス以外は回収（充てん）してはいけません。
④ガスメーカーに所有権のある一般回転容器を回収に使用してはいけません。
⑤回収容器は所有者の表示をする義務が課せられています。

当社製の回収容器（FC3）をお使いください。

異なったガスを同一の回収容器に混合充てんしないでください。

使用していないときは回収容器のバルブを確実に閉じてください。

12.保守点検について（P.22参照）
使用の前と後には必ず回収装置や接続機器の点検（変形、亀裂、腐食、部品の欠損、ねじの緩み
などがないか）をしてください。
【守らないと】 整備不良による機械の故障や事故の原因となります。

安全にお使いいただくために（つづき）
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13.回収装置の運搬、保管について
作業終了後、保管するときは残ガスを抜き取ってください。
【守らないと】 機械内で残ガスの膨張や予期せぬガス漏れにより、機械の故障や事故の原因となり

ます。

40℃以上になる場所や湿度の高い場所、屋外など濡れる場所、子供や動物が近づける場所で
保管しないでください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

各ポートはキャップをして清浄な場所で保管してください。
【守らないと】 粉塵やほこりの侵入により、機械の故障や事故の原因となります。

落としたりぶつけたり粗暴な扱いをしないでください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

回収装置運搬時には必ず回収容器を取り外してください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

ホースや電源コードを引っ張り移動しないでください。
【守らないと】 機械の故障や事故の原因となります。

14.故障・修理について
故障したり異常（異常音、異臭）を感じた場合、ただちに使用を停止し、ご購入された販売店
もしくは弊社までご連絡ください。
むやみに運転を続けたり、分解などを行わないでください。
【守らないと】 事故の原因となります。

15.特定不活性ガス（R32、R1234yf、R1234ze）の回収について
周囲に発火性や引火性のものが堆積した場所、火気の近くでは使用しないでください。

回収容器の内容量が45リットルを超える場合、漏えいしたガスが滞留する恐れがある場所に
ガス漏洩検知警報装置を設けてください。

能力単位B-3以上の粉末消火器を1個以上用意してください。

回収できる容量は120リットル以下に限定されています。

安全にお使いいただくために（つづき）
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各部名称と機能

① 操作パネル
② 作業切替バルブ
③  吸入（IN）ポート 1/4”フレア（キャップ付き、フィルタ内蔵）
④  吐出（OUT）ポート 1/4”フレア（キャップ付き）
⑤ 電源コード差込口
⑥ フロートセンサーケーブル（3芯）
⑦ 持ち手
⑧ 空気吹き出し口
⑨ 空気吸い込み口

■附属品【交換用部品品番】
⑩ 電源コード（この回収装置専用です。取り外し可能ですが転用しないでください。）
⑪ バルブ付150cmチャージホース（青、1/4”フレアメス） 【TA135AB-2】
⑫ バルブ付150cmチャージホース（赤、1/4”フレアメス） 【TA135AB-1】
⑬ インレットフィルター用30cmチャージホース（黄、1/4”フレアメス） 【TS110-30H】
⑭ インレットフィルター（ドライコア） 【TA282A】
⑮ R410A、R32用ホースアダプター（5/16”フレアメス×1/4”フレアオス） 【TA131A-1】
⑯ 内蔵フィルタ、Oリングセット（交換方法 P.22参照） 【TA110FP-FS】

①
④

③

⑧

⑥

⑤

⑦
②

⑨

⑩

⑪

⑫

⑭

⑬

⑯

⑮

6

TA110FP.indd   7TA110FP.indd   7 2018/01/11   20:56:582018/01/11   20:56:58



Refrigerant Recovery Machine

TA110FP

START
STOP

CANCEL
ALARM

MUTE
PRESS 3 SEC

ZERO
PRESS 3 SEC

真空停止切替機能
設定 長押し 約5秒

［操作パネル部］

① START/STOPボタン ……………起動／停止を行います
② CANCEL ALARMボタン ……… アラーム鳴動時にアラームの停止をします

真空停止（低圧カットオフスイッチ）の設定／解除をします（約5秒長押し）
③  ZEROボタン ………………………表示圧力のゼロ調整をします（約3秒長押し）
④  MUTEボタン ………………………アラームの鳴動／消音設定をします（約3秒長押し）
⑤  吸入（IN）圧力

  圧力表示は回収装置の運転監視用です。被回収機の診断測定に使用しないでください。
⑥ 吐出（OUT）圧力
⑦ 操作・警告メッセージ

モーター運転中はアイコンが回転

消音モード時点灯

OK TO START モーター起動準備完了

COMPLETE 回収完了（低圧カットオフスイッチが作動）

Tank 80% Full 回収容器のフロートセンサーが満液を検知
※満液は回収容器によって違います。（弊社回収容器80～85%）

Input Closed（ZERO Err） 吸入（IN）側に圧力がかかっている（ZERO調整不可）

Output Closed（ZERO Err） 吐出（OUT）側に圧力がかかっている（ZERO調整不可）

High Voltage Warning 電圧が許容値を超えている（AC125V超過）

Low Voltage Warning 電圧が許容値を下回っている（AC90V未満）

High Pressure Cutoff 高圧カットオフスイッチが作動（約3.0MPa）

Low Pressure Cutoff 低圧カットオフスイッチが作動（-0.03MPa以下で約10秒）

Low Pressure Cutoff（Lo on） 低圧カットオフスイッチの設定

Low Pressure Cutoff（Lo off） 低圧カットオフスイッチの解除

Motor Fault 1 サーマルスイッチの作動によりモーター停止

Motor Fault 2（throttle） サーキットブレーカーの作動によりモーター停止

Motor Fault 3 不明な理由によりモーター停止

Fault 3（Plug OFS） 回収容器へフロートセンサーケーブル未接続

各部名称と機能（つづき）

③

④

①

⑤

⑦

⑥

②
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品名 フルオロカーボン回収装置　ツインキャノン

型式 TA110FP

回収可能なフルオロ
カーボン（冷媒）の種類

R12、R22、R134a、R403B、R404A、R407C、R407E、R410A、
R412A、R500、R502、R507A、R509A、R32、R1234yf、R1234ze他
FC-1、FC-2、FC-3に含まれるフロン系冷媒（可燃性の物を除く）

回収方法 圧縮方式、プッシュプル方式

電源電圧／消費電力 AC100V　50/60Hz／750W

コンプレッサー能力 1HP　（ツインシリンダー・オイルレス）

サイズ／質量 255（D）×380（W）×345（H）mm／10.9kg

使用環境温度 0～39℃

保管環境温度 -20～60℃

真空到達レベル -0.03MPa（自動停止）　　-0.05MPa（連続運転）

過充てん防止機構 容器側フロートセンサー方式、質量検知式（ウェイトリミッター接続時）

接続可能な回収容器 内容積の合計が120リットル以下となる容器
フロートセンサー付回収容器：�
TA110-5、TA110-10、TA110-12、TA110-20、TA110-24、TA110-100、
TA110-10S、TA110-20S、TA110-100S、他当社認証容器
フロートセンサー無回収容器（ウェイトリミッター接続時）：�
TA110-5P、TA110-10N、TA110-12N、TA110-20N、TA110-24N、�
TA110-100N、TA110-10SN、TA110-20SN、TA110-100SN、他当社認証容器

回収装置と共に使用で
きる附属品（別売）

ゲージマニホールド、チャージホース、インレットフィルター（ドライコア）、�
オイルセパレーター、連結ヘッダ、回収容器、冷却コンデンサー

その他機能 デジタル圧力計（ブルーバックライト）
圧力表示範囲　-0.1～4.0MPa
分解能　0.01MPa
表示精度　�負圧　±0.02MPa�

正圧　±（表示値の0.6％ +0.02MPa）
高圧カットオフスイッチ　3.0MPa
低圧カットオフスイッチ　-0.03MPa
バネ式安全弁　3.6MPa
吸入ポート9mmステンレスメッシュフィルター付き

冷媒回収能力 ガス種類 気体回収能力（g/min） 液体（リキッドプッシュプル） 
回収能力（g/min）

R22 240* 4,580

R134a 220 5,400

R410A 260 7,200

*R22気体回収能力値はJIS B 8629検査基準により算出されたものです。
※仕様は予告なく変更することがありますので予めご了承願います。

仕　様
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TA110FPの取扱説明と共に次の一般的な回収手順を理解して作業を行ってください。
※この回収手順は一般財団法人日本冷媒・環境保全機構発行の「冷媒回収処理技術」より引用しております。

一般的な回収作業の手順

作業場所の環境

回収容器の準備

回収装置の点検

適当な作業場所か

冷媒充てん量判るか

圧力計の指針の著し
い低下はなく正常か
（0気圧近い）

回収容器は空か

冷媒の種類が判るか

回避是正

冷媒量の推定

 ●機械室の換気など風通しの良い場所
 ●凹凸のない床面や傾斜のない場所
 ●回収装置、容器の設置スペースがあること
◆機器持ち込みルートの確認　◆延長ホースの要否
 ● 室温が40℃以上にならない場所 ●雨や水のかからない場所
 ●直射日光の当たらない場所 ●振動の少ない場所
 ●引火性（LPガス等）のある危険物がないこと

 ●冷媒量の目安(P.13 『製品別冷媒充てん量の目安』参照）

 ●配管部分、接続部分など目視点検
◆破損、折れ曲がり、外れなど　◆オイルにじみ、ガス漏れの痕跡

 ●冷媒の種類：運転者・メーカー等へ問い合わせる

 ●機器の銘板で確認する（貼りつけ表示）

 ●新たな空容器の真空引き

 ●回収冷媒の種類と回収装置との適合可否の確認

 ●過充てん防止機構の正常な作動確認
 ●質量検知方式は正しい質量が表示され、設定質量で回収装置
が停止するかを確認
 ●液面検知方式は空の回収容器をひっくり返し、満液ランプが
点灯して回収装置が停止するか確認

 ●回収冷媒の種類と容器の冷媒刻印との照合
 ●回収容器の有効期限切れの有無を確認

 ●回収装置と回収容器とのタイプ・容量の確認
◆再利用容器と破壊用容器とは確実に区別する
◆ 回収容器は余裕を持った数量を準備する
（予備用回収容器を1本以上準備する）
◆ 運搬が可能でスペースが十分確保できる場合はできるだけ
容量の大きい回収容器を準備する

 ●容器の刻印による「容器保安器則」の適合品確認

冷媒充てん量の確認

回収容器の真空引き

回収冷媒の適合

過充てん防止機構の点検

冷媒の種類の確認

正規な回収容器の
数量準備

種類の推定

ガス漏れ点検

 ●留意事項
◆ ドライコアは吸湿しやすいので交換直前まで開封しないこと
◆ 古いドライコアを取り外す時配管内に水分やゴミが入らない
ようにすること
◆ 配管接続部の取り付け、取り外し時にフレア部に傷をつけな
いようにすること
◆ 前回と違う冷媒を回収する場合はフィルタドライヤを交換する

①ドライコア交換弁を閉める
② ドライコア前後のフレアーナットを徐々に緩め残ガスを逃がす
③ ドライコアを取り外し新品のドライコアを冷媒漏れのない
ようにしっかり取り付ける

ドライコア交換
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一般的な回収作業の手順（つづき）

 ●附属品の耐圧確認（耐圧4.5MPa以上）
◆ ゲージマニホールド、チャージホース、バルブなどによる
回収装置内の残留冷媒の排出

 ●加温運転による液状冷媒液や油中の冷媒の蒸発を促進
◆除霜運転　◆除霜ヒーター通電による冷却器の加熱
◆冷却水、冷温水による通水熱源の確保

 ●加温運転による液状冷媒液や油中の冷媒の蒸発を促進
◆圧縮機・熱交換器への送風
◆冷蔵庫などの扉の開放　◆冷温水回路への通水

 ●ホースの接続部への確実な締め付け
 ● 高圧側（液側）配管部または凝縮器のサービスバルブ・
ピアシングバルブとゲージマニホールドの高圧側とを接続
 ●低圧側（ガス側）配管部サービスバルブ・ピアシングバルブと
ゲージマニホールドの低圧側とを接続
 ●ゲージマニホールドの中央接続口と回収装置の吸入接続口とを接続
 ●回収時の冷媒は液とガスの混合冷媒が多いため、
回収装置は液状冷媒回収でスタートする

 ●ポンプダウンによる凝縮器への冷媒移動
①液閉鎖弁の全閉　②冷房運転（手動運転）　③液冷媒移動の完了
④運転終了後、ただちにガス閉鎖弁の全閉

附属品の点検

加温運転

熱源の確保

冷媒回収の接続

冷房運転

運転電源が確保できるか

前回と同じ冷媒か

 ●運転電源が確保できる場合は、顧客の了解を取得する

 ●回収装置の真空引き
◆ ゲージマニホールドの低圧バルブ(L)と回収装置の吸入口との接続
◆ ゲージマニホールドの高圧バルブ(H)と回収装置の液出口との接続
◆ マニホールドの中央バルブと真空ポンプとの接続
◆ -0.1MPaまでの真空引き
◆ 回収装置の吸入及び出口のバルブの閉

発電機を準備

真空引き

 ●電源コードの被覆破損など点検　●電圧・容量の確認電源系統の点検

回収対象機器の事前準備
（冷凍機ユニット）

回収対象機器の事前準備
（冷凍機ユニット）

運転可能か

接続口があるか

 ●熱交換器内部の残水排出による凍結パンク防止

 ●ピアシングプライヤ、ピアシングバルブなどの
ピアシングツールを使用

運転不可の場合
の残水の排出

接続口の無い場合

 ●2口バルブ付き容器を取り扱う場合は、ガス側と液側の区別
に十分注意すること

 ●ホースの接続部などの点検　●フレアなどの増し締め

 ● 回収容器の転倒防止措置　●過充てん防止機構への接続

 ●回収装置の吸入側バルブ開により被回収機器との導通
 ●回収装置の吐出側バルブと回収容器を接続
 ●回収装置の吐出側バルブと回収容器バルブ開

回収容器の接続と準備

接続部の漏れチェック

回収装置内真空引き
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一般的な回収作業の手順（つづき）

 ●回収作業場所の換気状態の確認
◆ガス漏れの事故の場合などの酸欠防止

 ●運転中は作業場を離れず、安全の確保に努める
◆非常に高い圧力の高圧ガスである
 ●運転中の注意事項
◆ 回収装置の運転が良好なことを確認し、緊急時には的確な
処置が出来るように状態監視をする
◆  過充てん防止装置が規定質量になっても自動停止しない場合は、
手動停止（過充てん防止機構の不具合）させる
◆  圧縮機からノッキング音が発生した場合は吸入側圧力を下げる
◆  やむを得ず作業場を離れる場合は、回収容器の過充てんに
なっていないことの確認と運転停止する

 ●電源接続
◆回収装置の電源と使用電源の電圧の確認
◆アース接続確認　◆回収装置の電源ランプ等の点灯確認
◆質量検知方式過充てん防止装置の場合は、計量表示で冷媒の質量を確認する

換気の確認

運転状態の監視

電源接続とアース確認

回収作業  ● 回収作業中は必ず保護メガネ、保護手袋（革又はゴム製）を着用すること
 ● 回収容器等が液封状態にならないよう、充てん量に十分注意すること
 ●回収装置内に大量の油を吸引させないこと
 ●規定の冷媒以外の水、泥等を回収しないこと

回　収 液状回収

ガス状回収

 ●回収装置を液状回収（半開）に設定
 ●ゲージマニホールドの高圧側バルブを開く
◆ 圧縮機が液圧縮しないように各機種の取扱説明書に従い操作する

 ●回収装置をガス状回収（全開）に設定
 ●ゲージマニホールドの低圧側バルブを開く
◆ 被回収側機器の低温凝縮液化に注意

 ●回収装置を液状回収（半開）に設定
 ●ゲージマニホールドの高圧側バルブと低圧側バルブを開く
◆ 圧縮機が液圧縮しないように各機種の取扱説明書に従い操作する

液ガス同時
回収

正常な運転か  ●運転状態監視による異常状態回避への未然防止
 ●圧縮機焼損、水侵入などで冷媒が汚損している場合は
回収装置の使用は避ける

診断による
異常状態回避

ドライコア交換  ●留意事項
◆ ドライコアは吸湿しやすいので交換直前まで開封しないこと
◆ 古いドライコアを取り外す時配管内に水分やゴミが入らない
ようにすること
◆ 配管接続部の取り付け、取り外し時にフレア部に傷をつけな
いようにすること
◆ 前回と違う冷媒を回収する場合はフィルタドライヤを交換する

①ドライコア交換弁を閉める
② ドライコア前後のフレアーナットを徐々に緩め残ガスを逃がす
③ ドライコアを取り外し新品のドライコアを冷媒漏れのない
ようにしっかり取り付ける
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一般的な回収作業の手順（つづき）

 ●回収容器の交換
① 過充てん防止により自動停止したことをランプや計量計の
表示で確認
② 回収装置の吐出側バルブと回収容器のバルブ閉
③ 回収容器側に接続されているチャージホースの先端バルブ
を閉めて取り外す
④ 新たな空回収容器と交換
⑤ 計量計の表示の零点調整が正しいことを確認
⑥ 回収装置の吐出側ホースを回収容器液側バルブに接続し、
ホース先端バルブを開ける
⑦ 充てん済み回収容器の転倒防止措置（高圧ガス保安法の
適用を受ける）

 ●回収の終了
① 低圧カットにより回収装置が自動停止し、圧力計の表示が
所定圧力値以下であることを確認
② 停止状態で所定時間以上経過後、再始動運転
◆ 低圧側圧力計の指示が上昇したら再始動運転する
③ 低圧側圧力が所定時間（5～15分）経過後、所定圧力値
以下であることを確認し回収終了（所定圧力値以上の場合
は再度回収を繰り返す）

回収容器の交換

回収終了による自動停止

過充てん防止装置に
よる自動停止

 ● 回収装置のセルフクリーニングを実施して回収装置内の冷媒
を回収
 ●回収装置の電源をOFF

回収の後作業

回収装置のセルフ
クリーニング

 ●後作業
◆ 被回収対象機器、回収装置、回収容器のバルブを閉
（確実に閉じること）
◆ 被回収機器の電源遮断と、回収装置のプラグをコンセント
から外す
◆ チャージホースの接続部を徐々に緩めて外す
◆ ゲージマニホールドの高圧、低圧、中央各バルブの開を
確認し、回収装置の吸入バルブ側の接続部を徐々に
緩めて外す
◆ ゲージマニホールドとチャージホースを回収装置及び被回収
対象機器から外す
◆ 回収容器のバルブ接続口にシールキャップを取り付ける
（漏えい防止処置）
◆ 充てん済み回収容器を取り外し、全部の充てん済み回収
容器を再生、破壊の措置をするまで保管
（法の規則に基づいた貯蔵管理）
◆ 被回収機器のバルブ閉状態確認

 ●次回回収作業のための措置
◆  次回の回収作業時のガス漏れ点検及び空気混入（水分）防止
のため、回収装置圧力計の指示値により残圧のあることを
確認
◆ 日常点検で回収装置の変形、腐食の有無を確認
＜高圧ガス保安法＞

接続部の分離

回収装置の残圧確認
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一般的な回収作業の手順（つづき）

 ●「高圧ガス保安法」に基づく保管

 ●再生手配　●破壊手配　
 ●再生証明書、破壊証明書の回付、保存

 ●容器内の不純物堆積物の洗浄　●真空引き

保管管理

回収冷媒の措置

回収空容器の洗浄

冷媒回収量の記録・保存・報告

製品別冷媒充てん量の目安
製　品 種　別 冷媒充てん量の目安
電気冷蔵庫 5～6g/10ℓ冷蔵庫内容積
業務用冷蔵庫 600～1,600g/台
カーエアコン 600～1,200g/台
ルームエアコン 600～1,200g/台

ショーケース

内蔵形 80～400g/台
別置形7.5kw以下空冷
別置形7.5kw以下水冷

8～16kg/kw圧縮機定格
5～9kg/kw圧縮機定格

別置形7.5kw超　空冷
別置形7.5kw超　水冷

4～10kg/kw圧縮機定格
2～5kg/kw圧縮機定格

冷凍冷蔵庫用ユニット 標準形 0.5～3.5kg/kw圧縮機定格

パッケージエアコン
標準形 0.4～1.8kg/kw圧縮機定格
特殊エアコン 0.9～4.0kg/kw圧縮機定格
ビル用マルチエアコン 2.5～6.0kg/kw圧縮機定格

チリングユニット
往復式・スクロール 0.7～1.7kg/kw圧縮機定格
スクリューチラー空冷 4.0～6.0kg/kw圧縮機定格
スクリューチラー水冷 2.0～3.0kg/kw圧縮機定格

遠心冷凍機
高圧ターボ 0.8～2.0kg/usRT公称能力
低圧ターボ 2.2kg/usRT公称能力

注： （1）この値は目安なので銘板でその製品の充てん量を確認してください。
（2）空冷の機器は、水冷の機器よりも充てん量は大幅に多いのが普通です。
（3）現地施工の冷媒配管が長いときは、その分の充てん量が増加します。

回収容器

 ●回収冷媒充てんの表示

 ●「高圧ガス保安法」に基づく運搬
 ●「フロン排出抑制法」に基づく運搬

回収冷媒の表示

運　搬
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回収装置の使用方法

準　備
作業前に「安全にお使いいただくために」（P2～）を必ず確認してください。

作業環境

・水平で振動のない場所に設置
・雨など濡れない場所
・換気の良い場所
・40℃以上にならない場所
・直射日光の当たらない場所
・火気など引火性物質のない場所　　　　

電源環境

・AC100Vであることを確認
・回収装置単体で電源を取る
・アースは確実に接地する
・発電機を使用する場合は2.5KVA以上
・�延長コードは極力使用しない。使用する場合は3芯
2.0mm²で15m以内、3芯3.5mm²で30m以内。
コードリールは巻いたまま使用しない。

その他

・適切な作業着や安全靴、ヘルメット、保護メガネ、革手袋、安全帯などを着用する。
・�フロートセンサーが正常に働くかを確認する。�
フロートセンサー付回収容器の場合は、空の回収容器を逆さまにして、フロートセンサー無回収容器の場合は�
ウェイトリミッターの秤台を手で押し設定した質量になると、ディスプレイにTANK 80% FULLと表示され
回収装置が停止するかを確認する。
・�冷媒種に合った適切な機器（冷媒名を記載した回収容器、マニホールド、チャージホースなど）を用意する。
・�予備の回収容器を用意する。
・�環境温度が高いときや、圧力の高い冷媒（R410A、R32など）を回収するときは、回収容器の温度を上がらな
いようにするための機器（冷却コンデンサー、熱交換型オイルセパレーター、濡れタオルなど）を用意する。

1 機器の接続
①�回収装置のフロートセンサーケーブルを回収容器のフロートセンサーコネクターに接続してください。�
フロートセンサー無回収容器を使用する場合は、ウェイトリミッターのセンサーコネクターに接続し設定を行って�
ください。

 �フロートセンサーケーブルとコネクターの�
凸凹に合わせて確実にセットし締めこんで�
ください。�
接続しないとアラームが鳴り回収装置を�
起動することができません。�
またフロートセンサーケーブルを短絡して�
回収装置を使用すると法律違反となります。

②電源プラグをコンセントに挿してください。ディスプレイが点灯します。
③次頁の図を参考に各機器を接続してください。

 �インレットフィルター（ドライコア）は回収装置に異物が混入するのを防ぐために必ず使用してください。�
またインレットフィルター（ドライコア）は向きが決まっていますので方向を間違えないよう注意して
ください。フィルタが詰まって回収が遅くなったときが交換時期です。
 �オプション品の冷却コンデンサーや熱交換型オイルセパレーターを使用するときは各機器の�
取扱説明書に従い接続してください。

接続時に凹凸を確認

フロートセンサーコネクター
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閉

閉

開

開

開開

開

ゲージマニホールド

インレットフィルター
（ドライコア）
方向に注意する ウェイトリミッター

フロートセンサー無
回収容器使用時

フロートセンサー
ケーブル

液側 開ガス側

OUT

IN

被回収機

回収容器
（空）

高圧側

低圧側

回収装置の使用方法（つづき）

2 真空引き  ※低圧カットオフスイッチを設定している状態で記載しています。
 �冷媒中に空気が混入すると異常高圧となり危険ですので、回収装置や新品の回収容器、その他冷媒経路
は必ず真空引きを行ってください。

 �新品の回収容器内には酸化防止のため、窒素が封入されていますので、必ずバルブを開けて圧力を抜い
てから真空ポンプで真空引きをしてください。

 �冷媒が入った回収容器は真空引きしないでください。

①�機器の接続が終わったら、START/STOPボタンを押してください。
②作業切替バルブを【2  回収（全開）】へ回してください。
③�真空停止（低圧カットオフスイッチが作動）するまで待ちます。アラームが鳴動しますのでCANCEL ALARM
ボタンを押してアラームを停止してください。
④再度START/STOPボタンを押してモーターを起動してください。
⑤作業切替バルブを時計回りに回し【4  パージ】にしてください。
⑥�真空停止（低圧カットオフスイッチが作動）するまで待ちます。アラームが鳴動しますのでCANCEL ALARMボタン
を押してアラームを停止してください。�
これで被回収機から回収装置内の一部の真空引きが完了しました。
⑦�次に回収装置から回収容器内を真空引きします。真空ポンプを回収容器のガス側に接続し電源をONにしてくだ
さい。作業切替バルブは【4  パージ】のままです。�
冷媒が入っている回収容器を使用する場合は、T型フレアアダプター（別売）などを使用し、回収容器以外の冷媒経路
を真空引きします。
⑧吐出圧力が-0.09～-0.1MPaに到達したら回収容器ガス側のバルブを閉じてください。
⑨�真空ポンプの電源をOFFにし、回収容器ガス側の真空ポンプ接続ホースを取り外してください。�
これで真空引きは完了です。
⑩作業切替バルブを【1  閉】へ回してください。

1 機器の接続

空回収容器を使用した時の接続図
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Refrigerant Recovery Machine

TA110FP

START
STOP

CANCEL
ALARM

MUTE
PRESS 3 SEC

ZERO
PRESS 3 SEC

回収容器（冷媒有）回収容器（空）

真空ポンプ
真空ポンプ

⑦接続、電源ON
⑨電源OFF、取り外し

⑦接続、電源ON
⑨電源OFF、
　取り外し

T型フレアアダプター
⑥の後、回収容器の液側
に取り付ける

バルブコア
（ムシ）付

●①●④
●⑤

●⑧
⑧

●⑩

●②

●③●⑥

操作パネル

接続図

作業切替バルブ

冷媒が入っている回収容器の場合

液側 ガス側閉

閉 閉
液側 ガス側

閉

開開

開 開

⑧
閉開

開

回収装置の使用方法（つづき）

3 冷媒回収  ※低圧カットオフスイッチを設定している状態で記載しています。
  作業切替バルブの操作は慎重にゆっくりと行ってください。
一気に回すと回収装置の故障の原因となります。

① 被回収機器側のホースバルブを開けてください。
  冷媒の入っている回収容器を使用するときは、ここで必ず回収容器の液側バルブを開いてください。

② 作業切替バルブが【1  閉】であることを確認し、START/STOPボタンを押してください。モーターが起動します。
  【1  閉】の状態で起動して約10秒経過すると低圧カットスイッチが働き、回収装置が自動で停止
するため、自動停止する前に次の操作を行ってください。

③ 作業切替バルブをゆっくりと【2  回収（半開）】へ回し、冷媒回収を開始してください。
このとき回収装置の吸入圧力は0.5MPa以下になるように調整してください。

  0.5MPa以下でも濃い液冷媒を吸入したり、多量のオイルを吸入した場合、液圧縮により回収装置が
故障する可能性があります。ゴゴゴッという異常音（ノッキング音）がした場合すぐに作業切替バルブ
を【1  閉】側へ回し吸入圧力を絞ってください。
  環境温度が高いときや、圧力の高い冷媒（R410A、R32など）を多量に回収するときは、回収装置
の吸入圧力を0.3MPa以下で回収してください。
回収スピードが早い（吸入圧力が高い）と回収容器の温度、圧力上昇も早くなり、高圧カットスイッチ
（約3.0MPa）が働き、回収装置が停止する可能性があります。
回収容器の温度を上がらないようにするための機器（冷却コンデンサー、熱交換型オイルセパレーター、
濡れタオルなど）を使用することをお薦めします。

④ 冷媒回収が進むと吸入圧力が徐々に低下しますので、作業切替バルブを【2  回収（全開）】側に回してください。
このときも回収装置の吸入圧力は0.5MPa以下を維持してください。

⑤ 吸入圧力が-0.03MPa以下になると約10秒で回収装置が自動で停止し回収完了です。
同時にアラームが鳴動しますのでCANCEL ALARMボタンを押してアラームを停止してください。
⑥ 回収装置の作業切替バルブを【3  閉】に回してください。

  被回収機の冷凍機油に冷媒が溶け込んでいる場合があります。5～15分後ゲージマニホールドを確認
して、次頁の表を参考に所定の圧力より上昇する場合は、再度START/STOPボタンを押してモーター
を起動し、作業切替バルブを【2  回収】側に回し回収運転を行ってください。圧力の確認は回収装置の
ディスプレイではなく、必ずゲージマニホールドで圧力を確認してください。

2 真空引き
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Refrigerant Recovery Machine

TA110FP
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STOP

CANCEL
ALARM

MUTE
PRESS 3 SEC

ZERO
PRESS 3 SEC

運転中は0.5MPa以下
吸入圧力を確認しながら
ゆっくり回すこと

●②

●⑤
●⑥

●③

●④

●②
操作パネル

接続図

作業切替バルブ

開

開
開

ゲージマニホールド

インレットフィルター
（ドライコア）

フロートセンサー
ケーブル

液側 ガス側

OUT

IN

被回収機
回収容器
（空）

●⑦

●⑦
閉

閉

開

●⑦
閉 開

●①

●⑦
閉開

●①

●⑦
閉開

閉

低圧側

高圧側

⑥圧力を確認

回収装置の使用方法（つづき）

4 パージ（セルフクリーニング）  ※低圧カットオフスイッチを設定している状態で記載しています。
 �冷媒回収作業後は必ずパージを行ってから各ホースを取り外してください。 
パージをせずにホースを外すと冷媒の多量大気放出や、回収装置内に冷媒が多量に残った状態で保管 
すると故障の原因となります。

①�作業切替バルブが【3  閉】であることを確認し、START/STOPボタンを押してください。
 �【3  閉】の状態で起動して約10秒経過すると低圧カットスイッチが働き、回収装置が自動で停止 
するため、自動停止する前に次の操作を行ってください。

②�作業切替バルブをゆっくりと【4  パージ】側に回してください。�
このとき回収装置の吸入圧力は0.5MPa以下になるように調整してください。

 �回収作業時より吸入圧力の上昇が早いので、ゆっくりと慎重に作業切替バルブを操作してください。
 �0.5MPa以下でも濃い液冷媒を吸入したり、多量のオイルを吸入した場合、液圧縮により回収装置が
故障する可能性があります。ゴゴゴッという異常音（ノッキング音）がした場合すぐに作業切替バルブ
を【3  閉】側へ回し吸入圧力を絞ってください。

③�吸入圧力が-0.03MPa以下になり約10秒で回収装置が自動で停止します。�
同時にアラームが鳴動しますのでCANCEL ALARMボタンを押してアラームを停止してください。
④�回収容器のバルブ、接続しているホースバルブなどすべてのバルブを閉じてください。
⑤�回収装置の作業切替バルブを【1  閉】に回してください。

 �作業切替バルブを【1  閉】と【4  パージ】の間で停止しないでください。

⑦�被回収機側のホースバルブ、ゲージマニホールドのバルブを閉じてください。
 �回収を途中で止める場合は、作業切替バルブを【1  閉】に回し、START/STOPボタンを押して停止してください。

フロン類の圧力区分 主なフロン類 フロン類の充てん量 所定の圧力【ゲージ圧】
（法律表記の絶対圧）

高圧ガス
常用の温度での圧力が
0.3MPa以上2MPa未満

R12、R22、R134a、 
R404A、R407C、 
R410A、R32　など

2kg未満 0.0MPa（0.1MPa）

2kg以上 -0.01MPa（0.09MPa）

3 冷媒回収
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Refrigerant Recovery Machine

TA110FP
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運転中は0.5MPa以下
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作業切替バルブ

開

ゲージマニホールド

インレットフィルター
（ドライコア）

フロートセンサー
ケーブル
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閉
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④
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⑪取り外し

閉
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回収装置の使用方法（つづき）

リキッドプッシュプル回収  ※低圧カットオフスイッチを設定している状態で記載しています。
多量（約5kg以上）の冷媒が封入されている機器からの回収にはリキッドプッシュプル回収が有効です。

 �リキッドプッシュプル回収は電磁弁や四方弁などが入っている被回収機器からの冷媒回収は行えません。
リキッドプッシュプル回収が可能か不明な場合は、被回収機器のメーカーにお問い合わせください。

①�回収容器液側と接続してあるホースの逆端を真空ポンプに接続してください。　
②�真空ポンプの電源をONにしてください。このとき作業切替バルブは【2  回収（全開）】です。
③�吸入側圧力が-0.09～-0.1MPaに到達したら、真空ポンプに接続しているホースバルブを閉じてください。
④�真空ポンプの電源をOFFにしてください。
⑤�真空ポンプからホースを取り外し、被回収機高圧側に接続してください。
⑥�回収装置吐出側に接続しているホースの逆端を真空ポンプに接続してください。
⑦�真空ポンプの電源をONにしてください。
⑧�吐出側圧力が-0.09～-0.1MPaに到達したら、真空ポンプに接続しているホースバルブを閉じてください。
⑨�真空ポンプの電源をOFFにしてください。

⑥�続けて他の被回収機から冷媒回収する場合は、次の被回収機にホースなどを接続してください。�
作業終了し保管する場合は、回収装置の吐出側ホースを真空引きされた予備の回収容器に接続してください。
⑦�予備の回収容器のバルブを開いてください。
⑧�吐出側ホースのバルブを開けてください。
⑨�作業切替バルブを【2  回収】【4  パージ】などに回し何度か切り替え、ホースや回収装置内部に残った冷媒を回収してください。

 �冷媒が回収装置内部に残った状態で保管すると、機械の損傷をまねくおそれがあります。
⑩�予備の回収容器のバルブを閉じてください。
⑪�すべてのホースや機器を取り外してください。

 �このとき吐出側ホース内に残った冷媒が噴出します。 
革手袋、保護メガネを着用してください。

⑫�作業切替バルブを【1  閉】にして、回収装置や回収容器のホース接続口にキャップをしてください。

4 パージ（セルフクリーニング）
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Refrigerant Recovery Machine
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回収装置の使用方法（つづき）

⑩ 真空ポンプからホースを取り外し、被回収機低圧側に接続してください。
⑪ 作業切替バルブを【1  閉】に回してください。
⑫ 被回収機に接続しているホースバルブを開いてください。
⑬ 回収装置のSTART/STOPボタンを押してください。
⑭ 作業切替バルブをゆっくりと【2  回収（半開）】へ回し、冷媒回収を開始してください。
このとき回収装置の吸入圧力は0.5MPa以下になるように調整してください。

  リキッドプッシュプル回収のときは必ず秤を用意し、冷媒量を監視してください。ボンベが満液となり
回収装置が停止しても回収は続き過充てんとなり非常に危険ですので回収装置が停止したらすぐに
回収容器のバルブを閉じ、真空引きした新しい回収容器を用意し、接続しなおしてください。

⑮ 回収容器を載せている秤の数値が安定すれば被回収機器内に液冷媒はほとんど残っていません。回収容器のガス
側バルブを閉じてください。
⑯ 吸入圧力が-0.03MPa以下になると約10秒で回収装置が自動で停止します。同時にアラームが鳴動しますので
CANCEL ALARMボタンを押してアラームを停止してください。
⑰ 作業切替バルブを【3  閉】に回してください。
⑱ 回収装置のSTART/STOPボタンを押してください。
⑲ 作業切替バルブをゆっくりと【4  パージ】側に回してください。
このとき回収装置の吸入圧力は0.5MPa以下になるように調整してください。

⑳ 吸入圧力が-0.03MPa以下になり約10秒で回収装置が自動で停止します。同時にアラームが鳴動しますので
CANCEL ALARMボタンを押してアラームを停止してください。
㉑ すべてのバルブを閉じてください。
㉒ 作業切替バルブを【1  閉】に回してください。
㉓ 次に通常の冷媒回収で気体冷媒を回収するため、P.14～に従い残った冷媒を回収してください。

リキッドプッシュプル回収
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オプション品

⑥電磁弁オープナー（TA129ZC）
空調、冷凍機の電源が切れている状態で電磁弁の開閉ができます。 
閉回路がなくなり、回収残しがなくなります。

⑤�バルブコアリムーバー＆チェンジャー�
（TA230GA、TA230GC、TA230GB）
消耗したり古くなったバルブコア（ムシ）を、冷媒を放出せずに交換すること
ができます。
また、抵抗となるバルブコア（ムシ）を外した状態で冷媒回収や冷媒充てんが 
できるので、作業の短縮ができます。

①熱交換型オイルセパレーター（TA110-2C、TA110-2F）
冷媒回収時に同時に回収されてしまうオイル（冷凍機油）を分離し、回収容器
への流入を防ぎます。 
さらに、回収装置吐出側からの高温冷媒の熱を利用し、オイルセパレート時
の冷媒気化による冷え込みを防止、かつ同時に回収装置から吐出された高温
高圧冷媒を冷却でき、環境温度が高いときや、圧力の高い冷媒（R410A、
R32など）を回収するときに有効です。

②水冷サブクーラー（TA110CP）
夏場、空冷だけでは回収容器の温度上昇を抑えるのが難しくなるのを、 
水冷により解消。 
回収容器の可溶栓の溶解の予防や、回収スピードアップにつながります。

③冷媒クーリングユニット（TA110Y）
回収容器の可溶栓の溶解の予防や、回収スピードアップにつながります。

④回収用ヘッダ（TA110-1、TA110V-1）
複数の被回収機より同時に回収できます。 
また大型の被回収機のサービスポートから最大6か所回収できます。 
各サービスポートから回収することで、電磁弁などで分断されている回路の
回収や、回収スピードアップが図れます。

TA110V-1

TA110-2C

TA230GA

TA110-2F

TA110-1
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オプション品（つづき）

⑩回収容器断熱バッグ（TA110DB）
保冷材などを入れて、保管時に回収容器の温度上昇を抑えます。
◦�10～20kgボンベ用（12～24ℓ）

⑪回収装置用キャリングケース（TA110SC-6）
回収装置本体の持ち運びに便利です。
◦�内寸：290（D）×390（W）×330（H）mm
◦�外ポケット7個付

⑨T型フレアアダプター（TA233B-3）
回収容器に接続し、冷媒の入った回収容器の回収容器以外の冷媒回路の�
真空引きが行えます。

⑧�高精度エレクトロニックチャージャー＆ウェイトリミッター
（TA101M）
フロートセンサー無回収容器を使用して回収する場合はこのウェイトリミッター
を使用します。

⑦高精度エレクトロニックチャージャー（TA101CB）
回収した冷媒量を測るときに使用します。
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保 守 点 検

日常点検は回収装置をより良い状態で作業の効率を上げ、安全にお使いいただくために必ず行ってください。

◇外観確認
外傷、錆び、ネジの緩み、コードの断線などがないか確認してください。

◇接続機器の確認
接続機器の外傷はないか、パッキンの脱落、消耗などによる漏れがないか、詰まりなどないか、設計圧力は
問題ないかを確認してください。

◇圧力計は正常か
ホースを接続せず、また、作業切替バルブを【2  回収】【4  パージ】などに回し何度か切り替え内部の圧力を
抜いた状態（大気圧）で、デジタル圧力計は0MPaを表示しているかを確認してください。
ずれがある場合はZEROボタンを長押し（約3秒）し、表示圧力を0MPaにしてください。

  標高の高い場所、または台風など低気圧の日などは表示される圧力が負圧になっている場合があります。
このときはZERO調整しないでください。

◇過充てん防止機構（フロートセンサー）は正常に作動するか
フロートセンサー付回収容器の場合は空の回収容器を逆さまにして、フロートセンサー無回収容器の場合は
ウェイトリミッターの秤台を手で押し設定した質量になると、ディスプレイにTANK 80% FULLと表示され
回収装置が停止するかを確認する。

◇内蔵フィルタの点検、交換
吸入ポートを外し内蔵フィルタを点検し、詰まりなどあれば交換してください。
①ロックナットを反時計回りに回す。
②吸入ポートを反時計回りに回し外す。
③Oリングと内蔵フィルタを交換する。
④吸入ポートを取り付け、時計回りに限界まで回す。
⑤ロックナットを時計回りに回し締め付ける。

◇運転確認
  運転確認で空運転を長時間行わないでください。

回収：  ①START/STOPボタンを押しモーターを起動し、作業切替バルブを【2  回収】に回す。
②吸入ポートに指を当て空気を吸入していることを確認する。
③吐出ポートに指を当て空気が吐出されていることを確認する。

パージ：  ①START/STOPボタンを押しモーターを起動し、作業切替バルブを【4  パージ】に回す。
②吸入圧力が負圧になることを確認する。
③吐出ポートに指を当て空気が吐出されていないことを確認する。

低圧カットオフスイッチ：
  【4  パージ】の状態で吸入圧力が-0.03MPaを下回り約10秒でモーターが停止し、

Low Pressure Cutoffとディスプレイに表示することを確認する。
高圧カットオフスイッチ：
  ①吐出ポートにバルブ付ホースを接続する。

②ホースのバルブを閉じる。
③【2  回収】で運転を行い、吐出圧力が約3.0MPaでモーターが停止しHigh Pressure Cutoffと
　ディスプレイに表示することを確認する。
④ホースのバルブをゆっくり開け内部の圧力を抜く。

Oリング
内蔵フィルタ

●①

●⑤
●④

●②
ロックナット 吸入ポート
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容器製造者の
　　名称、記号

検査実施者の記号

容器の内容積（ℓ）

所有者の登録番号
（高圧ガス保安協会）

容器検査に合格
した年月

（例：2006年1月）

充てんできる高圧ガスの種類
（従来容器の場合は従前規定による）

容器の記号および番号

容器の質量（ｋｇ）

耐圧試験圧力（MPa）

充てん冷媒の種類

回収容器・冷媒について

この回収装置で回収できる冷媒は高圧ガスです。また回収容器は高圧ガス保安法に基づいた取り扱いが必要です。
以下の内容や高圧ガス保安法の容器保安規則をご理解のうえ、安全にご使用ください。
※以下の内容は一般財団法人日本冷媒・環境保全機構発行の「冷媒回収処理技術」より引用しております。

容器の刻印、表示
購入した回収容器には弊社の高圧ガス保安協会の登録番号（L006）が刻印されていますが、==などを上から
打刻して弊社の登録番号を消し、容器所有者はご購入者の登録番号を必ず打刻してください。
登録を行わない場合は、所有者の氏名または名称、住所及び電話番号の表示を打刻してください。
また、充てんする冷媒名を白色で容易に消えない方法により表示することが必要です。
（詳細については各地区の高圧ガス保安協会にお問い合わせください）

貯　蔵
1.5kgを超えて、3トン未満の貯蔵について
届出の必要はありませんが、高圧ガス貯蔵の技術上の基準に従うことが必要です。
＜技術上の基準＞
① 容器置き場は明示され、かつ外部から見やすいように警戒票を掲げること。
② 充てん容器などは、充てん容器及び残ガス容器（充てん可能量の1/2以下）にそれぞれ区分して容器置き場に置くこと。
③ 容器置き場には、計量器など作業に必要なもの以外の物を置かないこと。
④ 充てん容器などは、常に温度40℃以下に保つこと。
⑤ 充てん容器には転落、転倒などによる衝撃及びバルブの損傷を防止する措置を講じ、かつ粗暴な取り扱いを
しないこと。
※貯蔵量の総計が1.5kg以下の場合には貯蔵の規制はかかりません。

容器の耐圧と充てん可能な冷媒（平成10年4月1日以降に製造された容器）
容器の種類 耐圧試験圧力（MPa） 液化フルオロカーボンの種類

FC1類 3.0
R12、R134a、R500、R401A、R401B、R115、R412A、R218、
R407D、R22、R502、（R1234yf、R1234ze）

FC2類 4.0
R422D、R900JA、R509A、R422A、R407C、R402B、R404A、
R407A、R901JA、R507A、R402A、R407B、R125、R407E、
FC1類に属する液化フルオロカーボン

FC3類 5.0
R410B、R410JA、R410A、R32、
FC1類、FC2類に属する液化フルオロカーボン

※弊社販売の回収容器はFC3類です。
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容器、容器附属品の検査及び再検査
製造された容器は、容器の区分に応じて各種の検査に合格しなければ使用することができません。
容器及び附属品は検査後下記に示す一定期間を経過したときや損傷を受けたときには再検査を実施しなければ
なりません。

容器の種類 容量等
製造よりの経過年数

20年未満 20年以上

溶接容器 500L以下（FC3） 5 2

平成10年4月1日以降に製造された容器（容器保安規則第24条）

容器内の冷媒の温度と圧力の関係
容器内の冷媒は、周囲の温度によってもその圧力は決まってきます。
また、容器内の液面も温度によって変化します。

飽和状態では、温度が定まれば圧力はその温度に
対する飽和圧力として定まり、圧力が定まれば、
温度はその圧力に対する飽和温度として定まります。

回収容器・冷媒について（つづき）

温度が高くなると 圧力は上昇

温度が低下すると 圧力は低下

➡

➡

右図は冷媒の種別ごとの圧力（飽和圧力）と温度
（飽和温度）の関係です。この飽和圧力・飽和温度
の関係は容器内に液と蒸気が共に存在していると
きの関係ですが、実際の容器内はほとんどこの状
態であり現場で利用できる便利な線図です。
容器内に液のみが充満して蒸気がまったくなくな
ると、わずかな温度上昇でも圧力は極端に上昇し
ます。これを液封と称し安全確保のために絶対避
けなくてはいけないことです。

飽和蒸気

飽和液

R22
30℃で圧力
1.09MPa

R12
30℃で圧力
0.65MPa

飽和蒸気

飽和液
日
射
熱

R22
60℃で圧力
2.33MPa

R12
60℃で圧力
1.45MPa

注  この図では説明のため
60℃となっております。
法では40℃以下となっ
ております。
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回収容器・冷媒について（つづき）

冷媒種類と検知方式による充てん限界
冷媒の種類によって比容積が大きく違うため、回収時の容器充てんには注意が必要です。
安全な扱い方としまして下表のように考えてください。

冷媒種類 質量検知方式
ウェイトリミッター接続時

液面検知方式
フロートセンサー付き回収容器接続時

CFC（R12など）、HCFC（R22など）、
HFC（R134aなど）

90%充てん 90%充てん

HFC混合冷媒
（R407C、R410A、R404Aなど）

80%充てん 85%充てん

※回収時及び移動・保管時における容器の周囲温度が、10～40℃の範囲内であることを条件とする。

冷凍空調機器内の冷媒の状態
冷凍空調機器の冷媒回路は密閉されており、運転中も停止中も系内には冷媒液と蒸気が共に存在しています。
運転中は液とガスが冷凍サイクルの理論どおりで存在していますが、停止するとその状態は変わります。
冷媒を回収するとき、液で回収する場合とガスで回収する場合の2通りがあり、それぞれで回収装置の回路や
接続場所を選択する必要があります。
回収装置によってはガス回収しかできないものもあります。

回収容器の安全な取り扱い
冷媒は特殊なものを除き高圧ガスです。
また、回収装置や容器の不適正な扱いは、性能の低下ばかりでなく、故障や事故につながることがあります。
このため、回収装置などの取扱説明書に従った作業、毎日の始業点検や定期的な点検、維持管理のほか、
次の事項に留意して作業を行う必要があります。

容器（ボンベ）に内封された液体の容積変化と液封破裂
21Lの液面検知方式容器の充てん量は、過充てん防止機構により5度傾けた状態で内容積の90%を超えないこと
に制限されております。容器温度が16℃のときR12であれば25.3kg周囲温度が上昇した場合、52℃で液体の
液膨張で満杯となります。58℃では破裂します。オイル（冷凍機油）が回収容器内部に残っていても同様のことに
なります。
普通の21L容器に容器温度16℃のときR410Aを90%回収したとすれば、温度の上昇により、36℃で液が
内部を満たしてしまうことになります。36℃では溶栓は吹きません。（溶栓は56～60℃で作動します）36℃
以上になると満液状態で液膨張するため容器内の圧力が急激に上昇し、容器の変形・液封破裂となります。
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21.5
ℓ

R12

18.84
ℓ

R12

R12
液容量

温度
圧力
液充てん率
冷媒質量
比容積（液）

16℃
0.41MPa
89.7％
25.3kg
0.7448 ℓ/kg

30℃
0.64MPa
93.2％
25.3kg
0.7852 ℓ/kg

45℃
0.98MPa
97.7％
25.3kg
0.8107 ℓ/kg

52℃
1.17MPa
100.0％
25.3kg
0.8309 ℓ/kg

58℃
1.36MPa
102.4％
25.3kg
0.803 ℓ/kg

R410A
液容量

温度
圧力
液充てん率
冷媒質量
比容積（液）

16℃
1.29MPa
90.0％
20.9kg
0.9044 ℓ/kg

26℃
1.69MPa
94.0％
20.9kg
0.9448 ℓ/kg

30℃
1.88MPa
95.9％
20.9kg
0.9634 ℓ/kg

36℃
2.19MPa
100.0％
20.9kg
1.005 ℓ/kg

42℃
2.54MPa
102.9％
20.9kg
1.032 ℓ/kg

19.57
ℓ

R12

20.51
ℓ

R12

21
ℓ

R12

21.6
ℓ

R410A

18.9
ℓ

R410A

19.75
ℓ

R410A

20.13
ℓ

R410A

21
ℓ

R410A

注意
　法では40℃以下で
　取り扱いすることに
　なっています。

「ドカン」
「溶栓が噴出する前に破裂」

回収容器・冷媒について（つづき）

このように液体の温度による液膨張は恐ろしいものであり、特に液化ガスは圧力エネルギーを持っているため
破裂の危険性を持っています。
冷媒回収では、回収する容器へのこのような過充てんが起きる可能性があり、回収容器のフロートスイッチ
（過充てん防止機構）は常にチェックする必要があります。
質量検知方式の回収容器ではデジタルスケールで確実な質量測定が必要です。また、常に補正が必要です。
フロートスイッチ（過充てん防止機構）を内蔵していない回収容器を使用する場合、過充てん保護機構が内蔵
されたデジタルスケールを使用しなくてはいけません。
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故障かなと思ったら

下表を確認しても異常がある。またその他異常を感じたら、ただちに使用を中止し、お買い上げの販売店へ 
お持ちください。

症　状 原　因（ディスプレイの表示） 対　策
電源を入れて
も起動しない
起動しても 
すぐに止まる

電源コードが接続されていない 電源コードを接続する

吐出側の圧力が高い 
（High Pressure Cutoff）

回収容器を冷やす
吐出側の圧力を抜く（約2.4MPa以下）

回収容器が満液になっている 
（Tank 80% Full）

回収容器を交換する

フロートセンサーケーブルが接続されていない
（Fault 3（Plug OFS））

回収容器にフロートセンサーケーブルを接続する

フロートセンサーが壊れている 回収容器、ウェイトリミッターを点検・修理
に出す

フロートセンサーケーブルが断線している
（Fault 3（Plug OFS））

点検・修理に出す

電圧が高い（High Voltage Warning） 電源がAC100Vであることを確認する

電圧が低い（Low Voltage Warning） 電源がAC100Vであることを確認する
回収装置単独で電源を取る
延長コードの使用をやめる
コードリールは巻いたまま使用しない
発電機を使用している場合は、容量の大きい
発電機に交換する

サーマルスイッチが作動した 
（Motor Fault 1）

回収装置の運転をやめ、モーターが冷えるまで
待つ（約30分）
環境温度の低い場所で作業をする
吸入、吐出圧力を低くしてモーターにかかる
負荷を低くする

過負荷によりサーキットブレーカーが作動した
（Motor Fault 2（throttle））

吸入、吐出圧力を低くしてモーターにかかる
負荷を低くする

コンプレッサー内に液冷媒、オイルが 
溜まっている

真空引きした予備の回収容器を用意し、冷媒の
自圧を利用し回収容器に回収する

その他不明な理由（Motor Fault 3） 点検・修理に出す

吐出側回路が閉回路となっている 吐出側の回路でホースのつまりや、バルブが
閉じてないか、バルブコア（ムシ）が開いてい
るか確認する

吐出圧力が3.0MPaを超え高圧カットスイッチ
が作動した 

（High Pressure Cutoff）

回収容器を冷やす
吐出側の圧力を抜く（約2.4MPa以下）

吸入圧力が-0.03MPaを下回り低圧カット
スイッチが作動した 

（Low Pressure Cutoff）

吸入側の回路でホースのつまりや、バルブが 
閉じてないか、バルブコア（ムシ）が開いている
か確認する
-0.03MPaを下回ってから約10秒以内に次の
操作に移る

多量の液冷媒、オイルなどの吸入による 
モーターロック

作業切替バルブを絞りながら回収をする
オイルセパレーターを使用する

急な作業切替バルブの操作でコンプレッサー
の故障

点検・修理に出す
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故障かなと思ったら（つづき）

症　状 原　因（ディスプレイの表示） 対　策
回収に時間が
かかりすぎる、
回収しない、
または
回収途中で
止まる

吸入ポートについているフィルタが詰まって
いる

詰まりの原因を取り除く
フィルタを交換する

吐出圧力が高い 回収容器を冷やす
吐出側の圧力を抜く（約2.4MPa以下）

被回収機が冷え込んでいる 被回収機を39℃以下で温める
吸入圧力を絞りながら回収する

冷媒回路が狭い、抵抗となるもの（チャージ
ホースのムシ押しなど）がある

バルブを全開にする、径の太いホースを使用する、
バルブコア（ムシ）を外す、ムシ押しを外す、
ガス回収する箇所を増やす

コンプレッサー内部部品の消耗 点検・修理に出す

低圧カットオフスイッチが設定されている CANCEL ALARMボタンを長押しして
低圧カットオフスイッチを解除する

吐出圧力が
異常

回収容器に空気が混入している 回収容器の気体（ガス）バルブを少し開き
回収容器内部の空気を出す

デジタル圧力計がずれている ホースを外し、回収装置内部に冷媒が残って
いない状態（大気圧）でZERO調整を行う

デジタル圧力計が故障している 点検・修理に出す

負圧になって
も自動停止
しない

吐出圧力が高く-0.03MPaに到達していない 回収容器を冷やす

低圧カットオフスイッチが解除されている CANCEL ALARMボタンを長押しして
低圧カットオフスイッチを設定する

低圧カットオフスイッチの精度誤差 -0.03±0.02MPaの範囲で停止する

ZERO調整が
できない

吸入側デジタル圧力計が大きくずれている
（Input Closed）

作業切替バルブを【2  回収】に回し、吸入側の
ホースなどを外し回収装置内部の圧力を抜く
（大気圧にする）

吐出側デジタル圧力計が大きくずれている
（Output Closed）

作業切替バルブを【2  回収】に回し、吐出側の
ホースなどを外し回収装置内部の圧力を抜く
（大気圧にする）

ゴゴゴッという
異常音
（ノッキング音）
がする

多量の液冷媒、オイルなどを吸入している 作業切替バルブを絞りながら回収をする

冷媒が漏れる 接続機器（ホースなど）の損傷、パッキンの
消耗

接続機器を点検、交換する

操作ミスなどによる異常圧力で安全弁が
作動した

圧力が下がるのを待つ
異常圧力になった原因を取り除く

異常音、
異常振動、
異臭がする

点検・修理に出す

圧力表示が
勝手に変わる

回収装置内部に圧力が留まっている 作業切替バルブを【2  回収】【4  パージ】に回し
何度か切り替え、圧力を抜く
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回収装置フロー図

①作業切替バルブ
②吸入圧力計センサー
③ツインコンプレッサー
④冷却コンデンサー

⑤逆止弁
⑥高圧カットスイッチ
⑦安全弁
⑧吐出圧力計センサー

【1  閉】

【3  閉】

【2  回収】

【4  パージ】

①

①

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

②
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TA110FP

〒577-0002　大阪府東大阪市稲田上町1-17-20
TEL : 06-6748-9260   FAX : 06-6748-9270

フルオロカーボン回収装置　ツインキャノン

（This warranty is valid only Japan.）
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T110FP/M02
Si1802Si

   この製品の使用方法に関する技術的なご質問は、

タスコテクニカルサポートセンターへ
TEL: 06-6748-9240

本 社

東 京 支 店

物流センター

名古屋営業所

九州営業所

HP アドレス

：

：

：

：

：

：

〒577-0002  大阪府東大阪市稲田上町 1-17-20
 TEL 06-6748-9260   FAX 06-6748-9270
〒108-0023  東京都港区芝浦 4-2-8
 住友不動産三田ツインビル東館 9 階
 TEL 03-3453-8166   FAX 03-3453-8186
〒577-0002  大阪府東大阪市稲田上町 1-17-20
 TEL 06-6748-9280   FAX 06-6748-9290
〒466-0064  愛知県名古屋市昭和区鶴舞 2-15-17
 TEL 052-871-1886   FAX 052-871-1906
〒812-0042  福岡県福岡市博多区豊 2-5-7
 TEL 092-471-1202   FAX 092-471-1212
http://www.tascojapan.co.jp/
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